
人
為
的
に
並
べ
替
え

忍
路
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
明

治
19
年
に
発
見
さ
れ
た
が
、
縄
文
後

期
に
余
市
シ
リ
パ
岬
や
小
樽
赤
岩
海

岸
の
石
が
運
ば
れ
て
作
ら
れ
た
。
だ

が
、
昭
和
天
皇
の
見
学
の
た
め
に
人

の
手
で
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
た
。

小
樽
軟
石
と
札
幌
軟
石
の
違
い

小
樽
の
歴
史
的
建
造
物
に
は
右
の

２
種
類
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
小
樽
（
五
百
か
ら
一
千
万

年
前
）
は
ぶ
つ
ぶ
つ
し
て
黒
く
、
札

幌
（
４
万
年
前
）
は
さ
ら
さ
ら
し
て

白
っ
ぽ
い
。

忍
路
と
桃
内
の
海
底
火
山

忍
路
で
は
枕
状
溶
岩
、
ハ
イ
ア
ロ

ク
ラ
ス
タ
イ
ト
が
見
ら
れ
、
穏
や
か

な
噴
火
、
桃
内
は
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス

タ
イ
ト
と
水
冷
火
山
弾
が
見
ら
れ
、

激
し
い
粘
り
気
の
多
い
噴
火
だ
っ
た
。
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基礎スキーの押川くん、田村くん表彰
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
終
盤
も
ス
キ
ー
部
の
活
躍
に
目
が

離
せ
な
い
。
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
（
志
賀

高
原
）
で
田
野
双
葉
さ
ん
（
２-

３
）
が
Ｓ
Ｌ
で
３
位

に
入
賞
。
押
川
歩
く
ん
（
１-

３
）
は
全
日
本
ス
キ
ー

技
術
選
手
権
大
会
で
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
み
、

19
位
、
新
人
賞
を
獲
得
。
田
村
翔
太
郎
く
ん
（
１-

４
）

は
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
・
高
校

生
の
部
で
優
勝
し
た
。

「
不
調
の
中
、
表
彰
台
に
立
て
う
れ
し
い
が
、
も
っ
と

上
を
狙
え
る
と
思
う
」
と
田
野
さ
ん
。

田
野
双
葉
さ
ん→

押川歩くんは大人も出場す

る大会で、全国の予選通過

した288名と競い、スーパー

ファイナルに出場した。

田村翔太郎くん

北海道ジュニアスキー

技術選手権大会で優

勝した。

都通りで行列のできる中
華食堂「桂苑」。創業60年
の老舗だ。ラーメンやあん
かけ焼きそばを食べる客が
次々と訪れていた。

ラーメンはあっさり系で
野菜の具が多くヘルシー。
もう一杯くらい食べられそ
う。炒飯は中華料理店特有
のパラパラとした焼き具合
で家では作れない絶品だ。

小樽のソールフードと呼
ばれるあんかけ焼そば。野
菜、肉、エビ入りで出汁の
きいたあんがめんにからみ、
辛子を付けて食べると味わ
いがある。スープ付き。

デザート
は 都 通 り
「あまとう」
で「顔パフ」

「しょうゆクリームぜんざ
い」を堪能した。

小樽逍遙（３）
老舗中華料理店

桂 苑

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

あ
ん
か
け

焼
そ
ば

小
樽
の
地
質
は
す
ご
い
！

ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

成
果
発
表
会

ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
２
年
生
が
15
日
（
土
）

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
成
果
発
表
会
を
開
催
し
た
。
小
樽
軟
石
と
札

幌
軟
石
の
違
い
、
忍
路
地
域
の
海
底
火
山
に
つ
い
て
等
、
10
組
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
最
後
に
講
師
の
松
田
義
章
先
生
が
小
樽
の

地
質
は
稀
少
で
あ
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
、
周
り
に
伝
え
て
ほ

し
い
と
結
ば
れ
た
。
発
表
内
容
の
一
部
を
短
く
紹
介
す
る
。

１忍路ストーンサークルについ
て(伊藤大地・髙杉健心）

６ 桃岩について
（菅原陸斗・久保惺周）

２ 小樽運河周辺の建造物の石
について（下村福丸・加藤大智）

７ 小樽軟石と札幌軟石
（藤井一毅・齋藤優太）

３忍路半島の海底火山について
（太田一彪・小島尚真・佐治映芳）

８ 忍路海底火山について
（江村蛍汰・菅野悠生・臼木悠人）

４ 小樽軟石と札幌軟石につい
て（大倉玄誠・多田歓）

９ 小樽桃内・忍路の海底火山に

ついて（小林由香利・中村真子）

５ 海底火山について
（菅原 奏）

10 小樽忍路地域にある海底火
山について（細田美桜）

小樽で使われる石材には違いがある。

硬石（安山岩）、軟石（凝灰岩）

枕状溶岩のでき方、実物

フィーダーダイク（マグマの通り道）

松田義章先生と発表者一同

世界

の地質学者が注目してい

る地域です。
感想：素人にも分かりやすい説明で小樽のユニークな地質を知
る良い機会となり、参加できて良かったです。（落合優翔）




